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館林キリスト教会

デボーションノート（2009年）

２月　１日　　今日の通読箇所　イザヤ書　５５章１～７

「来て買いなさい」

エジプトやイスラエルのバザーに行くと物売りの声がかしましい。日本でも新

聞、テレビのコマーシャル、通信販売、ダイレクトメールなどやはり物売りの

声がかしましい。しかしこれらもろもろの商品は、その掛け声にも似ず、人間

に真の満足を与えない。繁栄も贅沢も、人間の心の空しさを満たしてはくれな

いのが事実だ。キリストは「すべてこの水を飲むものはまた渇くであろう」と

いい、また「わたしは命のパンである。わたしにくるものは決して飢えること

がない」といわれた。ここにも「金を出さずに、真の水と食物を買え」と神の

招きの声が書かれている。

２月　２日　　今日の通読箇所　イザヤ書　５５章８～１３

「神の思い」

ここには二つの真理が書かれている。「天が地より高いように、神の思い、神の

道は、人間のそれより高い」ということだ。我々も時々「神様これはなぜなの

ですか。神様のなさり方は納得できません」と言いたいことがある。しかしこ

のみ言葉の真理によって、信仰をもって神に委せ従うのだ。十字架の時のキリ

ストもそうだった。次に「神が責任をもって語られる言葉」は無駄になること

がないという真理が示される。神が天から降らせる雨も無駄はなく、必ず地上

に植物の繁殖をもたらす。我々が受け止める神のことば、宣べ伝えるみ言葉の

真理もすべて神の保証付きなのだ。信じて心を休んぜよ。

２月　３日　　今日の通読箇所　イザヤ書　５６章１～８

「車の両輪」

ここに「安息日を守って、これを汚さず、その手をおさえて悪しきことをせず」

と繰り返し書いてある。安息日を守るのは礼拝を大切にすることだ。その手を

おさえるのは、悪い行為を避けて清く生活することだ。礼拝と清潔な生活は、

クリスチャン生活の車の両輪だ。また神の我々に期待したもう両端だ。礼拝に

よって魂は養われ、それが実生活に生かされて、クリスチャンの証の生活は保

たれる。これある限り異邦人にも、枯れ木のような「宦官」にも、主の祝福は

約束されているのだ。
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２月　４日　　今日の通読箇所　イザヤ書　５７章１～１３

「偶像礼拝」

聖書には偶像礼拝について手厳しい記述が多いが、これはその一つだ。ここに

はさまざまな偶像礼拝と、魔術、神殿売笑、人身御供、その他これに伴う不潔

醜悪な行事も記してあって、偶像礼拝の正体が分かると共に、いかに神がこれ

を憎みたもうたかもよく分かるのである。しかもその中から選び出され聖別さ

れたイスラエルにして、再びこれらに巻き込まれるとは、理解に苦しむ所業と

いうほかない。しかもそれを悔い改めないとすれば、彼等の亡国離散もまたや

むをえなかったというべきだ。

２月　５日　　今日の通読箇所　イザヤ書　５７章１４～２１

「あわれみの神」

先週のイザヤ書は偶像について書かれていた。今日の個所はまことの神の章で

ある。そのコントラストは著しい。「わたしは高く聖なるところに住み、また心

砕けてへりくだる者と共に住む」とは何という尊いみ言葉であろうか。このみ

こころのゆえに、罪を犯したダビデも主をいなんだペテロも、真剣に悔い改め

たときその罪は許され、神の祝福は回復し、彼等は再び主と共に歩むことを許

され、そのまま天国にも受け入れられたのだ。私たちとて同じだ。実に「われ

らの滅びないのは、主のあわれみが尽きない」からだ。恵み深い神のみ名を心

から賛美しよう。

２月　６日　　今日の通読箇所　イザヤ書　５８章１～１２

「形式の宗教」

イスラエルの人々は一見まじめに神を求め、また断食などの宗教行事をまじめ

に行っているようだった。しかし彼等の悔い改めは表面的でいわゆる「実を結

ばない悔い改め」だったし、その信仰も実行のない形骸で、ただ儀式的な断食

などを繰り返し、それをもって足れりとしていたのだ。主は「彼等の断食は無

意味だ。それは受け入れない」と言い、そして正しい断食の精神を、[6節]以下
に教えておられるのである。新約においてヤコブも「信仰も行いを伴わなけれ

ば死んだものである」といっている。我々も、自然に結果が生活に出てくるよ

うな、真の信仰を求めよう。

２月　７日　　今日の通読箇所　イザヤ書　５９章１～１１

「人間の現状」

「われわれは真昼でもたそがれのようにつまずき、強壮のものの中にあっても

死人のようだ。救いを望んでも遠くわれわれを離れ去る」[10,11 節]。その真の
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理由は、[1 節]以下に明らかだ。「主の手が短くて救い得ないのではない。その
耳が鈍くて聞き得ないのでもない。ただあなたがたの不義が、あなたがたと、

あなたがたの神との間を隔てたのだ。また、あなたがたの罪が、主の顔をおお

ったために、お聞きにならないのだ」これは人間の神の前の現状を、最高には

っきり言い表す神の言葉だ。これを悟り、悔い改めるのが救いの道だ。

２月　８日　　今日の通読箇所　イザヤ書　５９章１２～２１

「堰を切った水」

[1～10節]の罪の指摘に対して、[12～15節]には人々の謙遜な罪の自覚、悔い改
めが記されている。[16～18 節]には罪を憎みさばきたもう神の恐るべき姿が見
える。しかし彼は同時に許し主、救い主だ。「主は堰き留めた川を、その息吹で

押し流すようにこられる」罪を怒り裁くためだろうか。そうでなく「主は贖う

者としてシオンにきたる」のだ。罪を憎む神は、同時に救い主として我々の悔

い改めを待っておられる。その悔い改めを見るや否や、待ち兼ねたように我々

の罪を許し、祝福するためにおいでになるのだ。ここの[19,20節]は、線を引い
て暗記するとよいお言葉だ。

２月　９日　　今日の通読箇所　イザヤ書　６０章１～１４

「予言の成就」

イザヤ書も 60章からは、イスラエルの回復の予言が溢れてくる。ここに罪の裁
きを受けて全世界に散らされたイスラエルが、時至って罪を許され、喜び勇ん

で本国に帰国してくる様子が描かれている。これは 30数年前一応聖地で成就し
た。離散のユダヤ人の帰国とイスラエル共和国建国は、現代の奇跡と言われた。

しかしこの予言が語るのは、終末の時の完全な成就であって、現世紀の成就は

その証に過ぎない。しかし一度目の前で行われた奇跡は、終末時の完全成就の

証明ではないか。その時イスラエルだけでなく、世界と教会と我々クリスチャ

ンに関わる総ての祝福の予言も、完全に成就するのだ。

２月１０日　　今日の通読箇所　イザヤ書　６０章１５～２２

「氏族、国民」

新約の黙示録のように、イスラエルと教会の、終末時の祝福と栄光が予言され

ている。かつてアブラハムに語られた主の約束は、長い紆余曲折の後にいま実

現し「そのもっとも小さい者は氏族となり、もっとも弱い者は強い国民となる」

に至るのだ。しかしこれは終末だけのことでなく、聖霊のみわざによっていま

我々の上に成就して欲しいことだ。弱いと思っているクリスチャンも、主に用

いられれば、多くの人を導き、氏族、国民のようにそれぞれのクリスチャング
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ループを作れるのだ。

２月１１日　　今日の通読箇所　イザヤ書　６１章１～１１

「救いの喜び」

キリストはその生まれ故郷のナザレを訪問し、なつかしい会堂で礼拝を守られ

たとき、求めに応じてこの聖書を読まれた。彼はこれがメシヤ、すなわち救い

主の予言であることを知っておられたからだ。この予言は信ずるものに成就す

る。われわれはそれを知りかつ体験している。「私は主を大いに喜びわが魂はわ

が神を楽しむ。主が私に救いの衣を着せ、義の上衣をまとわせ、花婿が冠を頂

き、花嫁が宝玉をもって飾るようにされたからである」[10 節]ここに信じ救わ
れたものの喜びが歌われている。真に新年にふさわしい言葉だ。

２月１２日　　今日の通読箇所イザヤ書　６２章１～１２

「休まない祈り」   
この章には「休まない」という言葉が三回出てくる。「シオンの義が朝日のよう

に輝くまで、エルサレムの救いが燃えるたいまつのようになるまで」つまり、

人々の救いの成就と教会の栄光が現れるまで、祈りを休まないということだ。

「主に思い出されようとするもの」は祈り続けて、このために「主がお休みに

なれないように」あくまでも頑張らなければならない。我々には休息が必要だ

し、時こは病気で休むこともあるが祈りは続けなければならないのだ。主はこ

の熱心な祈りの蓄積に答えて、やがて教会を朝日のように、燃えるたいまつの

ように、輝かせて下さるのだ。

２月１３日　　今日の通読箇所　イザヤ書　６３章１～９

「羊と山羊」

[1～6 節]は恐ろしい裁きと殺伐の記事だ。黙示録などを読み合わせると、これ
は終末時のキリストの裁きの表現であるらしい。我々はこの裁きを恐れて、今

すぐにキリストを信じ、罪の許しを受けなければならない。[7～9 節]は対象的
に、救われて神の裁きを免れた者の感謝の言葉だ。「そして主は彼等の救い主と

なられた」とあるとおりだ。最後の日に神は「羊飼いが羊と山羊を分けるよう

に人間を分けられる」とマタイ 25章にも書いてある。これは救われ罪許された
者と、裁かれるものとの区別だ。我々は恐ろしい裁きに会わないように、「今日

という日の間に」備えを全うしなければならない。
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２月１４日　　今日の通読箇所　イザヤ書　６３章１０～１９

「とりなしの祈り」

現実のイスラエルは神に背き、神は怒って彼等を裁かれ、まるでイスラエルと

神とは敵対関係のようになった。これが預言者の嘆きだ。しかし彼は昔のこと

を思う。昔、神はその愛と全能をもってイスラエルの先祖をエジプトから救っ

て下さった。そして今「主よ、あなたはわれわれの父、あなたの名は、贖い主(救
い主)です。どうぞあなたのしもべらのために、あなたの嗣業である部族(すなわ
ちイスラエル)のためにお帰りください」[16,17節]と祈るのである。この熱烈な
預言者イザヤの祈りは、64 章まで続く。その火のような熱心はとりなしの祈り
の模範だ。

２月１５日　　今日の通読箇所　イザヤ書　６４章１～１２

「少女の祈り」

「われわれは久しく罪のうちにあった。われわれは救われるであろうか」「され

ど主よ、あなたはわれわれの父です。われわれは粘土であって、あなたは陶器

師です。われわれはみな、み手のわざです。どうぞわれわれをかえりみてくだ

さい」。イザヤは別に罪人ではないが、民の罪を身に負うてこのように祈ってい

る。ある集会で敬虔な少女が、罪を悲しみ、悔い改めて祈っていた。牧師が不

思議に思って聞いてみると、なかなか集会に来ない母親に代って祈ったのだと

いう。牧師はこれを母に話した。感動した母はやがて救われた。

２月１６日　　今日の通読箇所　イザヤ書　６５章１～１２

「葡萄の房」

「わたしはわが名を呼ばなかった国民に言う『わたしはここにいる』と」。神様

は誰でも神を求めるならば、救いと祝福を与えようと待っている。しかし以下

には、その神のみ声に耳も貸さず、偶像礼拝と罪に耽る人達が記されている。

またそれと共に、その中から神に立ち返り滅亡を免れる、少数の人々も描かれ

ている。葡萄を取ってくると、房や粒の中に甘い汁があるから、潰さないよう

に丁寧に取り扱う。そのように神様は、人が裁かれ滅亡しないように、丁寧に

呼びかけ、彼等を救いに導こうとなさるのだ。その中でも、ある者は滅び、ま

たある者は救われる。

２月１７日　　今日の通読箇所　イザヤ書　６５章１７～２５

「千年王国」

イザヤ書は聖書全巻と同じく 66 章ある。最後に近い 65 章は、新約の黙示録に
当るようだ。ここに新しい天と新しい地と、新しいエルサレムが出てくる。こ
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れはいわゆる千年王国の描写だ。世界は神の祝福に溢れ、罪も呪いもなく、人々

は平和と繁栄と幸福を楽しむ。ある意味でこれはユートピアだ。トマス・モア

は思想的に、マルクスは社会の共産化によって成就するユートピアを語った。

しかし真のユートピアは、神の救いと全能によって終末に実現される。それゆ

え「天にいますわれらの父よ。み国が来ますように。みこころが天に行われる

とおり、地にも行われますように」と、我々は日々祈るのだ。

２月１８日　　今日の通読箇所　イザヤ書　６６章１～５

「形式的儀式」   
[1,2 節]はすばらしい神の「お名のり」である。宇宙の造り主全能の神は、へり
くだって罪を悔いるものと共にある。これは聖書に繰り返し教えられるすばら

しい真理だ。他の宗教には見られない真理だ。[3節]には、この神に対して形式
的な礼拝を守り、実生活では罪や不潔を改めない、ある人々に対する警告が記

されている。彼等は表面敬虔な儀式を守りながら、自分勝手な道を選び、神の

憎みたもうものを楽しんでいるのだ。それゆえ神は彼等に悩みを備え、彼等が

内心恐れたような思いがけない事態を臨ませるという。結局これが彼等の選択

の帰結なのだ。

２月１９日　　今日の通読箇所　イザヤ書　６６章１０～１７

「終末の日」

天地を造りこれを支配するのが神なのに、今は神を信じない人たちが世にはび

こり、神を信ずるものはかえって引っ込んでいる。この矛盾が解決され神の正

義が行われるのが終末だ。ここにはいかにも絵画的に、エルサレム、あるいは

教会が祝福と幸福の中に描かれ、反対に、神に背き神を侮っていたものに、神

の裁きが行われる様子が描かれている。神は火の中、つむじ風の中、剣の中に、

臨在を示し、裁きを行われるのだ。終末の日はクリスチャンにとっては待ち遠

しい日だ。しかし同時に別の人にとっては恐るべき日なのだ。

２月２０日　　今日の通読箇所　イザヤ書　６６章１８～２４

「天のエルサレム」

離散のユダヤ人の帰還は、歴史の奇跡だと言われる。ここにはユダヤ人だけで

なく、やがては真の神を信ずる異邦人も、世界中から集まってきて神を礼拝す

るようになると記してある。彼等は、時には祭司、レビ人の奉仕にさえ当ると

いう。勿論、これは象徴的表現だ。またエルサレムとあるのも象徴で、黙示録

と同じく新しい天のエルサレムのことだろう。真の礼拝、真の平和、真の共存、

これが神の国の姿だ。これらはやがて地上に成就する預言だが、我々の祈りに
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よって、今の家庭、教会にも、そのままこれを実現させたい。

２月２１日　　今日の通読箇所　箴言　１７章１～１５

「賢明な家来」

私の子供のころは、家にばあや、女中さん、小僧などがいた。彼らは子供の私

を可愛がってはくれたが、ろくなことは教えてくれなかった。昔の王様や貴族

は、乳母、家庭教師などのほかに良い学友を選んで子供に付けたが、大切なこ

とだったのだろう。彼らはその子供が成長すると春日局のように忠実に、その

子の権威を守りさえするのだ。「しもべは身持の悪い息子を治め、かつ兄弟たち

の中にあって（彼のために）資産の分け前をえる[2節]」とは本当だ。

２月２２日　　今日の通読箇所　箴言　１８章１～１７

「人の善し悪し」

「人の良し悪しを言う者の言葉はおいしい食物のようで、腹の奥にしみこむ[8
節]」人の陰口などは面白いのでついつり込まれて聞いていると、知らず知らず
影響が心に残るもの、これが噂の恐ろしさなのだ。正確な評価は、両方の言葉

を聞いてみないと分からない。「先に訴え出るものは正しいようにみえる。しか

しその訴えられた人が来てそれを調べて、事は明らかになる[17 節]」と書いて
あるとおりだ。注意注意。

２月２３日　　今日の通読箇所　箴言　１９章１～１８

「悟りと許し」

「悟りは人に怒りを忍ばせる。あやまちを許すのは人の誉れである。[11 節]」
もともと罪人であり性質も違う人間が集まれば、時にお互いに違和感を持つの

も仕方がない。しかし神の愛、自分にも多い罪、相手に対する理解、つまり悟

りは、怒りを忍耐させ、人の罪を許させるのだ。これこそ我々が真理を深く知

っている証明で、クリスチャンにとって本当の名誉なのだ。「彼らの罪を許すよ

うに私の罪をも許したまえ」と、主の祈りにも教えてあるとおりだ。

２月２４日　　今日の通読箇所　箴言　１９章１９～２９

「人の計画と主のみ旨」

「人の心には多くの計画がある。しかしただ主のみ旨だけが堅く立つ[21 節]」
自分の計画と主のみ旨の一致することもある。しかし、また自分の計画どおり

にはゆかないで、思いがけない方向に進ませられることもある。でもクリスチ

ャンは、これによって主のみ旨が全うされると、信じて、感謝と信仰をもって

その事態を受け入れ、対応していく。
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２月２５日　　今日の通読箇所　箴言　２０章１～１５

「二種のはかり」

昔のずるい問屋は商品を買上げる時と、売る時に別尺のはかりや枡を使って儲

けたという。今なら計器法違反という罪だ。しかし、我々も自分と他人の評価

に別の標準を使う場合が多い。自分には点が甘く、人には反対にきびしい。あ

るいは、自分のことは棚に上げて人を咎める。自分を理解し評価するのと同じ

ように万事人の身になって考えるのは「自分を愛するように隣人を愛しなさい」

という教えの一つの姿だ。

２月２６日　　今日の通読箇所　箴言　２０章１６～３０

「軽率と老醜」

「若い人の栄えはその力、老人の美しさはその白髪である」[29節]
ともすれば老人は頑固で経験を鼻にかけ若者を侮り、若者は老人をその無力や

醜さから無視し馬鹿にする。しかし、それはいけないし損失だ。若者の新鮮な

頭脳と力は勿論大切だ。また老人の経験と思慮も尊重されねばならない。お互

いに老醜や軽率から守って頂き、相互の尊敬協力で共々に主と人に仕えてゆき

たい。

２月２７日　　今日の通読箇所　箴言　２１章１～１５

「謙遜な人」 　

「王の心は主の手のうちにあって、水の流れのようだ」[1節]中国では「諌（か
ん＝忠告）に従うこと流るるがごとし」などといって、忠告に従順なことが人

君の最高の徳の一つとされた。今ここに言われている王の心は、神のみ旨に対

して流れのように従順だとある。すばらしいことではないか。父親は家族の中

で、牧師は教会の中で、本当にそうありたい。その謙遜従順の姿は、恐らく多

くの欠点さえもカバーするだろう。強情、高慢は正にその反対の結果を生む。

２月２８日　　今日の通読箇所　箴言　２１章１６～３１

「説教の準備」

「戦いの日のために馬を備える。しかし勝利は主による」[31節]
私は集会が始まろうとしているのに、全く説教の準備がなく、気が気でない夢

をよく見る。いつ見ても恐ろしい夢だ。説教には充分な準備が大切だ。しかし、

実際の講壇で説教者を助け用いて下さるのは、ただ神ご自身なのだ。「説教のた

めの準備をする。しかし勝利は主による」のだ。


